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お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
み
ん
な
ぁ
で
今
を
乗
り
越
え
よ
う
～ 

応
援
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

５
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
越
知

町
の
お
店
を
応
援
す
る
「
応
援
前

売
り
チ
ケ
ッ
ト
」
の
販
売
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
客
足
減
少
・
自
粛
休
業
で
深
刻

な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
越
知
町

の
事
業
者
を
応
援
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト

は
下
記
の
２
種
類
を
構
え
、
自
粛

要
請
解
除
後
に
、
各
店
舗
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
店
舗
が
販
売

し
ま
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
種
類

・
３
，
０
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト

（
５
０
０
円
券
６
枚
つ
づ
り
）

・
５
，
０
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト

（
１
，
０
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
５
枚

つ
づ
り
）

◇
各
販
売
店
な
ど
詳
し
い
情
報

越
知
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

・
商
工
会

　

℡ （
２
６
）
１
１
８
１

・
各
販
売
店

越知町 HP応援前売りチケット

ま・ち・の・話・題

特
別
定
額
給
付
金
の 

申
請
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
経
済
対
策
と
し
て
、

国
民
一
人
当
た
り
10
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
越
知
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
基
準
日
（
令
和
２
年
４
月
27

日
）
に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
全
員
が

給
付
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

◇
受
給
権
者

給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主

◇
給
付
額

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
10
万

円
◇
申
請
方
法

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
郵
送
申
請
方
式

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
振
込
先
口
座
確
認
書
類
と

本
人
確
認
書
類
の
写
し
と
と
も

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
町

に
返
送

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方
式
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
必
要
）

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
振
込
先

口
座
を
入
力
し
た
う
え
で
、
振

込
先
口
座
の
確
認
書
類
を
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
、
電
子
申
請
（
電

子
署
名
に
よ
り
本
人
確
認
を
実

施
し
、
本
人
確
認
書
類
は
不
要

と
す
る
）

・
窓
口
申
請
方
式

５
月
15
日
（
金
）
～
８
月
14
日

（
金
）
の
期
間
（
土
日
祝
日
を
除

く
）、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

と
役
場
住
民
課
に
て
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
受
付
し
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
お
よ
び
以
下
の
⑴ 

⑵

の
両
方
（
※
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

場
合
は
⑴
の
み
）

⑴
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
…
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し
（
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
が
わ
か
る

も
の
）
越
知
町
の
住
民
税
な
ど

の
引
落
口
座
、
振
込
口
座
の
登

録
が
あ
り
、
そ
の
口
座
に
振
り

込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
写
し

は
不
要
。

⑵
本
人
確
認
書
類
…
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
の
写
し
※
い
ず
れ
か
一
点

の
み
（
前
述
の
本
人
確
認
書
類

が
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

℡
（
２
６
）
３
２
１
１

お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

応
援
基
金
に
つ
い
て

越
知
町
で
は
、「
お
ち
家
の
絆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
度
「
お
ち
家
の
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
応
援
す
る
基
金

を
設
立
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
附
金
を
広
く

募
集
し
ま
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
方
か
ら
、
お
ち

家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
子
育
て

支
援
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
、

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

ご
寄
附
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

℡
（
２
６
）
１
１
１
１
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…
家
庭
ご
み
を
出
す
と
き
に
心

が
け
る
５
つ
の
こ
と
…

そ
の
１ 

ご
み
袋
は
し
っ
か
り

縛
っ
て
封
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
が
散
乱
せ
ず
、

収
集
運
搬
作
業
に

お
い
て
ご
み
袋
を

運
び
や
す
く
な
り

ま
す
。

そ
の
２ 

ご
み
袋
の
空
気
を
抜
い

て
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

収
集
運
搬
作
業

に
お
い
て
ご
み
袋

を
運
び
や
す
く
し

収
集
車
で
の
破
裂

を
防
止
で
き
ま
す
。

そ
の
３ 

生
ご
み
は
水
切
り
を
し

ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
４ 

普
段
か
ら
ご
み
の
減
量

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

購
入
し
た
食
品
は
食
べ
き
る
な

ど
、
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
も
大

切
で
す
。

詳
し
く
は
環
境
省
の
「
食
品
ロ

ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

そ
の
５ 
ご
み
を
出
す
と
き
「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
ル
ー

ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
な
ど
に
気
を
付
け

て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
ご
み

を
収
集
・
処
理
を
す
る
作
業
員
に

と
っ
て
も
、
ご
み
の
円
滑
・
安
全

な
収
集
処
理
を
行
う
上
で
大
切
な

行
動
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課　

℡
（
２
６
）
１
１
１
４

マ
ス
ク
ご
寄
贈
の
お
礼

町
と
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
株

式
会
社
モ
リ
チ
ッ
プ
様
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
不
安
解
消
や
、
感

染
予
防
の
た
め
に
と
、マ
ス
ク
５
，

０
０
０
枚
を
ご
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
に
つ
き
ま

し
て
は
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
元
年
度 

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
表
彰

こ
の
表
彰
は
、
令
和
元
年
度
に

越
知
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
発
展
・
育
成
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
団
体
、
個
人
に
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。

本
来
は
４
月
19
日
開
催
の
、
お

ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
総
会
で
表
彰

す
る
予
定
で
し
た
が
、
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
に
な
り
、
岡
林
会
長
が
受
賞
者

に
直
接
手
渡
し
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】

■
チ
ー
ム
表
彰

・
中
学
野
球

　

越
知
中
野
球
部

・
少
年
野
球

　

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

・
少
年
柔
道

　

越
知
町
少
年
柔
道
部

■
個
人
表
彰

大
学
柔
道　
　

岡　

柚
葉

高
校
水
泳　
　

田
中　

亜
海

高
校
バ
レ
ー　

吉
村　

優
花

中
学
バ
レ
ー　

吉
村　

涼
花

小
学
水
泳　
　

岡
村　

萌
叶

少
年
柔
道　
　

山
中　

海
心

【
敢
闘
賞
】

■
チ
ー
ム
表
彰

・
少
年
サ
ッ
カ
ー

越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
高
吾

ベ
リ
ー
ズ

・
小
学
生
バ
レ
ー

　

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

■
個
人
表
彰

高
校
水
泳　
　

小
松　

来
瑠

中
学
柔
道　
　

山
本　

紅
葉

小
学
水
泳　
　

麻
田　

宗
紀

【
特
別
賞
】

■
個
人
表
彰

少
年
サ
ッ
カ
ー
指
導
者

西
村　

卓
朗

ま・ち・の・話・題

環境省 HP

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
感
染
症
対
策
の
た
め
の 

ご
家
庭
で
の 

　

 
ご
み
の
捨
て
方
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ふ
る
さ
と
納
税

〜 
ふ
る
さ
と
づ
く
り
通
信 

〜
Vol.30

今
月
は
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
縁
」

と
「
山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
縁

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
平
成
28
年
に

オ
ー
プ
ン
し
て
今
年
で
5
年
目
。

標
高
４
０
０
ｍ
、
谷
ノ
内
の
山
間

部
に
あ
り
ま
す
。
星
空
に
手
が
届

き
そ
う
な
く
ら
い
星
が
き
れ
い
に

見
え
、
静
か
で
落
ち
着
い
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
金

原
さ
ん
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ガ
イ

ド
も
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
訪

れ
た
お
客
さ
ま
は
約
50
名
。
夏
に

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
毎
年
来
て

く
れ
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
外
国
人
の
お
客
さ
ま
も
増
え

て
お
り
、
自
然
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｂ

Ｑ
や
五
右
衛
門
風
呂
を
楽
し
め
る

ほ
か
、
庭
か
ら
見
え
る
四
季
折
々

の
景
色
が
最
高
で
す
。

　山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

平
成
31
年
、
旧
横
畠
小
学
校
を

改
装
し
、
新
た
に
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。こ

こ
を
運
営
し
て
い
る
の
は

チ
ー
ム
横
畠
の
メ
ン
バ
ー
と
集
落

支
援
員
。
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
や
土
日

限
定
で
モ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
し
て

い
る
喫
茶
店
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
な
ど
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

今
後
売
店
も
併
設
予
定
だ
そ
う
で

す
。
夏
に
は
旧
小
学
校
の
プ
ー
ル

が
利
用
で
き
、
無
料
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
（
要
予
約
）。
ま
た
、

地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
を
解
決
し

よ
う
と
、
お
助
け
隊
の
事
業
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
町
外
か
ら
帰
省
し
て
も
実
家

が
無
く
な
り
泊
ま
る
場
所
が
な
い

方
も
多
い
。
帰
省
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
と
に
か
く
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
場
所
に
し
た
い
」
と
お
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
月
ご
紹
介
し
た
２
施
設
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
に
宿
泊

券
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
は
越
知
町
に
遊
び

に
来
た
人
が
多
く
、
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
に
は
、
県
外
に
住
ま
わ
れ

て
い
る
方
が
帰
省
時
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
い
た
だ
い
た

ご
寄
附
は
災
害
時
の
備
蓄
物
資
や

生
徒
の
学
習
備
品
、
観
光
施
設
の

整
備
、
予
防
接
種
や
健
診
、
町
民

バ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
友

好
交
流
事
業
な
ど
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
町
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

〇
仁
淀
の
美
し
い
流
れ
を
こ
れ
か

ら
も
一
層
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

あ
り
が
た
い
で
す
。

〇
大
変
な
時
で
す
が　

頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！

〇
水
の
き
れ
い
な
地
域
な
の
で
自

然
を
大
事
に
し
て
下
さ
い
。
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

〇
実
家
に
も
な
か
な
か
帰
れ
ま
せ

ん
が
、
出
身
地
を
応
援
し
た
い
と

以
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
来
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
5
年
ほ
ど
前
よ
り
家
族
が
貴
町

へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
て
お

り
、
お
い
し
い
鮎
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
も
応

援
を
行
い
た
く
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
い
た
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
風
景
も
美
し

く
、
と
て
も
魅
力
的
な
町
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

〇
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
出

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
お
い

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
の
方
々
に

届
き
ま
す
よ
う
に
。
し
ば
ら
く
は

大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
応
援
し

て
い
ま
す
。
届
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
か
ら
た

く
さ
ん
の
お
声
を
頂
戴
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
応
援
の
声
が

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま・ち・の・話・題

ゲストハウス縁の入り口

ゲストハウス縁から見える景色

集落活動センター  多目的室

集落活動センター  宿泊室
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ま・ち・の・話・題

皆さん、こんにちは。お元気ですか。毎年この時期になると、韓国文化
院から、「韓日交流作文コンテスト」の案内パンフレットが届きますが、
私はこれを韓国語教室はもちろん、なるべくたくさんの方々へ紹介したい
と思っております。このコンテストは、韓国語だけではなく、日本語で書
くこともできるので、どなたでも参加することができるのです。日韓関係
がいいとは言えない今のような状況だからこそ、このような事業を通じて
私たち市民の思いを伝えることが大事だと思います。ご興味のある方は、
ぜひチャレンジしてみてください。トジョネボセヨ！詳しい内容は、韓国
文化院のホームページから確認できます。 www.koreanculture.jp

昨年は、当協会の韓国語教室から、優秀賞がお二人、入選がお二人と大
きな成果がありました。この紙面をお借りして、二つの優秀賞作品の内一
つを紹介させていただきましたが（昨年１０月号）、今月はもう一つの優
秀賞受賞作品（韓国語　韓国旅行記部門）をご紹介します。韓国語で書か
れた作品をご本人に日本語に訳していただきました。では皆さん、ご覧下さい。

旅する娘
古味　優子（越知町）

私が韓国語の勉強を始めて 15 年が経ちました。その当時、中学生だった娘は学校間の交流で初めて韓国旅
行をし、韓国の女学生の家で２日間ホームステイをしました。女学生の家族の皆さんは娘を暖かく迎え入れて
下さり、おかげで娘は楽しい思い出をたくさんつくることが出来ました。

冬になり、今度はその韓国の女学生が我が家へやって来ました。私は娘を暖かく迎え入れて下さったことに
対し感謝の気持ちを韓国語で伝えたいと思い、韓国語の勉強を始めるようになりました。

娘はよく家で韓国での話をしました。遊園地で遊んだこと、ショッピングをしたこと、韓国の中学校で浴衣
を着てファッションショーをしたこと、そして韓国の学生の方たちからもたくさんの刺激を受け、将来の目標
もできたようでした。韓国語の勉強も楽しそうに続けていました。「高校生になったら、お母さんと一緒に韓
国旅行に行こう！」高校受験を前にした娘にそう言うと、娘はうれしそうに頷きました。ところが、娘は高校
入試を受けることも、私と約束した韓国旅行に行くこともなく、突然本当に突然、天国へと旅立ってしまいま
した。

娘は天国へと旅立ったその日の朝、友達にこんな話をしたそうです。「昨夜ね、長い夢を見たよ。みんなと
一緒に旅行に行った夢。めっちゃ楽しかったぁ！」いつも韓国へまた行きたいと言っていた娘が見た夢の旅行
先は韓国だったのではないかと私は思いました。娘がこの世を去ってからも、私は韓国語の勉強を続けました。
韓国語は娘が私に残してくれたプレゼント、遺産のように思ったからです。

私は時々思うことがあります。娘は今でも、韓国を旅しているのではないか？夢の途中にいるのではないか。
明るくて友達が多かった娘は今、韓国で旅行中に出会った韓国の友達と「私たちの国はお互いどうすれば真の
友情を結ぶことができるだろうか？」と話し合っているのかもしれません。

今年の秋、私は韓国旅行に行きます。ひょっとしたら道を歩いていると娘に会えるかもしれません。私が「久
し振り！元気だった？」と尋ねると、娘は笑いながら「うん、お母さん！私は元気でいるよ！」と答えること
でしょう。

今月の一言： 도
ト

전
ジョ

해
ネ

  보
ボ

세
セ

요
ヨ

（チャレンジしてみてください）
ヨンちゃんだより
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
申
請

は
６
月
中
に
！

７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
６

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
付
期
間
中
に
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
用
紙
は
、

受
給
者
の
方
全
員
に
郵
送
し
ま

す
。）また

、
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
、
受
給
対
象
者
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象

対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税
世

帯
（
前
年
中
の
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
兄
姉
、

祖
父
母
含
み
ま
す
。）
お
よ
び
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
で

す
。

※
所
得
税
法
な
ど
の
改
正
で
廃
止

さ
れ
た
年
少
扶
養
控
除
を
控
除
合

計
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

◇
助
成
の
内
容

受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
な

ど
で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己

負
担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。対

象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

（
受
給
者
全
員
の
保
険
証
）

・
印
鑑

・
古
い
受
給
者
証

（
更
新
の
方
の
み
・
ピ
ン
ク
色
）

◇
受
付
期
間

６
月
30
日
ま
で

（
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ

れ
な
い
と
受
給
開
始
月
が
遅
れ
ま

す
。）

※
受
給
者
証
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

ま
で
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。（
確
認
後
送
付

し
ま
す
が
、
前
年
中
の
所
得
に

よ
っ
て
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
随
時
受
け
付
け
し
ま

す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
担
当

℡
（
２
６
）
１
１
１
５

「
児
童
手
当
」
現
況
届
の 

提
出
に
つ
い
て

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
６
月
中
に
【
児
童

手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
】
の
提

出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。（
用

紙
は
、
受
給
者
の
方
全
員
に
郵
送

し
ま
す
。）

◇
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

・
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
の
方

は
、　

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー　
（
ま
た
は
、
年
金
加
入

証
明
書
）

・
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
越

知
町
外
に
住
所
を
お
か
れ
て
い
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が

発
行
す
る
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◇
手
当
の
月
額
な
ど

・
３
歳
未
満

　

一
律
１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円
（
第
３
子
以
降
は

１
万
５
０
０
０
円
）

・
中
学
生

　

一
律
１
万
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方

は
、
特
例
給
付
と
な
り
一
律

５
０
０
０
円

※
な
お
、
６
月
の
支
給
分
は
、
２

月
～
５
月
分
の
児
童
手
当
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
児
童
手
当
担
当

℡
（
２
６
）
１
１
１
５

～
高
吾
北
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
～ 

２
０
２
０
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
決
定

全
国
統
一
防
火
標
語
に
よ
る
啓

発
活
動
は
、
１
９
６
５
年
度
か

ら
毎
年
、
防
火
意
識
向
上
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
55
回
目

を
迎
え
た
今
回
は
、
全
国
か
ら

１
万
４
６
７
３
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
審
査
の
結
果
、「
そ
の
火

事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ

ル
」
が
入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
今
後
、
消
防
庁
の
後
援
に
よ

り
、
２
０
２
０
年
度
全
国
統
一
防

火
標
語
の
入
っ
た
防
災
ポ
ス
タ
ー

が
町
内
各
所
に
掲
示
さ
れ
る
予
定

で
す
。

火
災
を
は
じ
め
、
各
種
災
害
の

発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
災
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る

た
め
に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

防
火
、
防
災
を
自
ら
の
課
題
と
し

て
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
強
く
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
間
を
と

お
し
て
、
安
心
・
安
全
を
維
持
向

上
し
て
い
く
た
め
、
地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
積
極
的
な
広

報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
家
庭
や
職
場
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
り
、社
会
の
安
心
・

安
全
に
貢
献
す
る
た
め
、
こ
う
し

た
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組
合

消
防
本
部　

℡ （
２
６
）
２
１
１
１

場広報情
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場広報情

国
民
年
金（
公
的
年

金
制
度
）に
つ
い
て

国
民
年
金
は
、
高
齢
者
に
な
っ

た
時
や
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

時
、
ま
た
死
亡
し
た
時
な
ど
に
保

障
を
行
い
、
本
人
ま
た
は
家
族
の

生
活
を
支
え
て
い
く
公
的
年
金
制

度
で
す
。　
　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業

な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】

自
営
業
者
、
農･

林･

漁
業
従

事
者
、
自
由
業
者
、
無
職
、
学
生

の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
、

住
民
課
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま

す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
加
入
手
続
き
は

勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
】

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
で
す
。
加
入

手
続
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
第
２
号

被
保
険
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
ご
自

身
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
が
転
職
や
退
職
し
た
時
は
、
住

民
課
年
金
担
当
窓
口
へ
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
は
次
の
よ

う
に
公
的
年
金
制
度
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
生
涯
支
給
さ
れ
る
国
民
年
金

は
、保
険
料
に
国
庫
負
担
（
国
費
）

分
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
２
分
の
１

が
国
庫
負
担
（
国
費
）
で
賄
わ
れ

て
い
る
た
め
、
支
払
っ
た
保
険
料

を
上
回
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
納
め
た
保
険
料
は
、
所
得
税･

住
民
税
の
申
告
の
際
に
全
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
よ

る
賃
金
や
物
価
の
上
昇
な
ど
に
あ

わ
せ
て
、
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
仕
組
み
に
よ
り
年
金
給
付
の
額

が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加

入
（
20
歳
）
し
て
か
ら
年
金
を
受

給
（
65
歳
）
す
る
ま
で
の
間
、
物

価
が
上
が
り
貨
幣
価
値
が
縮
小
し

て
も
、
生
活
を
支
え
る
年
金
額
は

保
障
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
年
金
係

℡
（
２
６
）
１
１
１
５

「
こ
れ
か
ら
の
介
護
保

険
の
た
め
の
調
査
」を

実
施
し
ま
す
。

越
知
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
こ
れ
か
ら
の

介
護
保
険
の
た
め
の
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
状
態

や
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
上
で

の
課
題
、
今
後
の
意
向
な
ど
を
的

確
に
把
握
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
す
。

ま
た
、
調
査
の
結
果
は
、
介
護

保
険
事
業
計
画
の
基
礎
資
料
と

し
、
身
体
状
況
や
日
常
生
活
に
お

け
る
課
題
な
ど
を
把
握
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

◇
調
査
の
対
象
者

越
知
町
に
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

（
※
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
や
介
護
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
方
々
は
、
調
査
対

象
外
と
な
り
ま
す
。）

◇
調
査
の
実
施
時
期

調
査
票
は
、
令
和
２
年
６
月
初

旬
に
郵
送
で
役
場（
保
健
福
祉
課
）

か
ら
送
付
し
ま
す
。

【
記
入
に
際
し
て
の
お
願
い
】

★
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
が
終
わ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
期
日

ま
で
に
投
函
（
返
信
す
る
場
合
に

宛
名
の
ラ
ベ
ル
は
は
が
さ
な
い
で

投
函
）
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
本
人
の
回
答
・
記
入
が
原
則

で
す
が
、
記
入
が
困
難
な
場
合
に

は
、
ご
家
族
や
支
援
者
の
方
が
代

わ
り
に
回
答
・
記
入
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

調
査
に
は
保
健
福
祉
課
職
員
が

訪
問
し
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る

方
々
の
実
態
を
調
査
す
る
も
の
で

す
。
介
護
離
職
者
を
な
く
し
て
い

く
た
め
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
か
を
検
討
す
る
上
で
の
基

礎
調
査
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先　

 

保
健
福
祉
課

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
（
２
６
）
１
１
７
０

６５歳以上の
方ご協力お願
いします。

送付する調査票



8広報おち︱6月号

場広報情

～　咲かそうよ　笑顔の花を　歯みがきで　～
６月４日～１０日は「歯と口の健康週間」です。
家で過ごすことが多い時でも、規則正しい生活、食後の歯みがきで歯の健康を守りましょう。歯の健康は、

食事などの生活で必要なだけでなく、心疾患や生活習慣病など全身の健康にも影響します。定期的に歯科
健診を受けましょう。

今年度内に、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳になられる方には、今年度中に１回無料で歯科健診を受
診できる受診票を送付します。（発送は６月～７月を予定しています）

保健福祉課

感謝の気持ちを
こめて食事の

あいさつをする！

料理を作ったり、 食事の
お手伝いをしたりする★

家族で向き合って
楽しく食事をする♫ 地元でとれる食べ物に

関心をもつ！

正しい箸の持ち方を
意識する！

６月は
食育月間！

毎月 19 日は家族で食事の時間を楽しみましょう
食事を通して、感謝の気持ち、マナー、旬、伝統料理、食文化を

次の世代に伝えていきたいですね。

しょくいく（19）

「６月１日は人権擁護委員の日」
人権擁護委員は地域住民の人権を擁護するため、さまざまなご相談をお受けし、人権教室や講演会などの活動

を行っています。
令和２年 4 月 1 日現在の人権擁護委員は、次の方々です。お気軽にご相談ください。

西川　光一（越知甲）　　箭野　久美（越知甲）　　大原　糸代（越知甲）　　

なお、令和２年度の相談日は、下記のとおりです。

　

◇お問い合わせ先　　住民課　　　　　　　　　　　℡（26）1115　　　　　
　　　　　　　　　　高知地方法務局人権擁護課　　℡ 088（822）3503

相　談　日 場　　　所 時　間

令和２年 6 月 18 日 ( 木 )

保健福祉センター　　2 階相談室 午前 10 時～午後 3 時
令和２年 9 月 17 日 ( 木 )

令和２年 12 月 15 日 ( 火 )

令和３年 3 月 18 日 ( 木 )
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場広報情

『子ども支援ネットワークこすもす』の事務局が変わります。

これまで、子どもの虐待やいじめ、不登校など越知町の子どもを支えるために活動してきた「子ども支援ネッ
トワークこすもす」の事務局が、教育委員会から保健福祉課に変更となりました。

今後は、下記の場所にご連絡ください。

（新）保健福祉課　℡（２６）３２１１　担当　矢野
※夜間・休日は、（２６）１１１１（役場宿直）にお電話いただければ、担当者につながるようになっています。

『こころの距離』
新型コロナウイルス感染防止のため、「人と人との接触を避けること」「人との距離は２ｍ程度離すこと」

といった言葉を聞くたびに『人と人との距離』について考えさせられる。あらためて、人と人との距離の取
り方を考えてみると、人と人との距離の取り方は、両親や祖父母、友人、学校の先生などさまざまな人々と
の出会いや別れの中で自然と身についていくものだと思う。

一方で、虐待を受けた子どもたちの親御さんの生きてきた人生を聴いてみると、ご両親ともに、あるいは
どちらかが虐待を受けてきた経験があったり、暴力を目の当たりにして生きてきたなどさまざまな悲しい人
生を背負って生きてきた『過去』に出会う。親からの暴力を避けるために「ごめんなさい…ごめんなさい」
とこころも身体も震わせながら、親に服従して生きてきた人…。泣くこともできず、親に認められたい一心
で『良い子』を演じてきた人…。そしていつしか自分が親となり、子どもを育てるようになった時、『人と
人との距離』の取り方が分からず、いつの間にか子どもへの接し方が、まるで自分が生きてきた人生かのよ
うな子育てになってしまうことが多い。虐待を受ける子どもを支える時、子どものこころを支えることはも
ちろん、その子どもを支えていけるように親御さん自身のこころを支えることが重要だと思う。新型コロナ
ウイルスで聞く「人と人との距離を取ること」はもちろん…。だけど、一番大切な人と人との『こころの距
離』だけは決して離れてはいけない。（事務局）

Ｑ；「子ども支援ネットワークこすもす」とはど
んなことをしてくれるところですか？
Ａ；児童福祉法に基づき設置されている機関で、
法律上の名称は『要保護児童対策地域協議会』
と言います。この名称のとおり、虐待などによ
り保護が必要な児童や、いじめ、不登校など『子
どもたちを支える』ための町の中核機関です。
また、子どもたちだけでなく、子どもを産み、
育てるということは、今の時代、とても大変な
ことです。そんな大変さを抱えたお母さん、お
父さんの困りごとを受け止め支えていく支援も
しています。

Ｑ；児童虐待などが疑われる場合は、どうすれ
ばよいですか ?
Ａ；児童虐待防止法では、虐待を受けている児
童を発見した場合や、虐待が疑われる場合も含
めて、町が設置する「子ども支援ネットワーク
こすもす」や児童相談所に通告することが義務
づけられています。しかしながら、明らかな虐
待行為を発見し、生命の危険性が危ぶまれる緊
急性の高い場合には、至急、警察署への通報を
お願いします。
　法律上、虐待を発見した場合には通告の義務
がありますが、通告者が誰かといった個人の情
報をもらすことはありませんので安心してくだ
さい。
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場広報情

『国土交通省（大渡ダム）および
　　　　四国電力（筏津ダム）からのお願い』

今年も出水シーズンを迎え、ダムから放流する機会が多くなります。

ダムから放流するときは、あらかじめサイレンを鳴らしてお知らせしますので、川を利用される方は、増水に

注意くださるようお願いいたします。

・サイレンの鳴らしかた

・放流お知らせの分担

大渡ダムの放流状況はホームページから提供しております。

ｈｔｔｐ：// ｗｗｗ．ｓｋｒ．ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ / ｏｏｄｏ /

大渡ダムは、平成３０年６月より電話応答通報装置の運用を再開します。
　専用電話番号：（３２）２３１６
　（大渡ダムの放流量などの応答メッセージが流れます。）

筏津ダム放流量などの情報は、フリーダイヤル（無料）で２４時間放送しておりますのでご利用ください。

（フリーダイヤル）　０１２０（２６）３６７９　

国  土  交  通  省 　大渡ダム管理所　　
℡　（３２）２１２０

四国電力株式会社　筏津ダム管理所　　
℡　（２６）１１７３

サイレン サイレン

ウ　～ （休み） ウ　～
１分吹鳴 １５秒 １分吹鳴
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場広報情

−日ごろから防災対策に取り組みましょう−

防災情報広場 令和 2 年 6 月

「シェイクアウト訓練について」
地震によるケガや死亡の原因の多くは、建物の倒壊に巻き込まれたことや落下物に接触したことなど、揺れに

より生じた事象が原因となっています。
シェイクアウト訓練では、DROP!( まず低く )、COVER!( 頭を守り )、HOLD ON!( 動かない ) という３つの動

作を徹底し、地震発生時における人的被害を最小限に抑えることを目的としています。
ぜひ、この安全確保行動訓練に参加ください。　

【実施日時】
　令和 2 年 6 月 17 日（水）午前 10 時ごろ

　午前 10 時頃の防災行政無線からの緊急地震速報訓練（ジェイアラート訓練放送）を
　合図に 1 分間程度の訓練をお願いします。
　　※ジェイアラート　放送内容
　　　≪チャイム音≫
　　　『こちらは防災越知町役場です。ただ今から訓練放送を行います。』
　　　≪緊急地震速報チャイム音≫
　　　『緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。』× 3 回
　　　『こちらは防災越知町役場です。これで訓練放送を終わります。』
　　　≪チャイム音≫

※緊急地震速報とは
地震が発生したときに、震源近くで地震をキャッチし、地震による強い揺れが始まる数秒～数十秒前に強い揺れ
がくることを素早く知らせるものです。（ただし、震源に近い地域では、「緊急地震速報」が強い揺れに間に合わ
ないことがあります）
◇お問い合わせ先　危機管理課　（26）1231
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越
知
幼
稚
園

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
４
、５
月
は
家
庭
保
育
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
色
々
な
行
事
な

ど
の
中
止
や
変
更
も
あ
り
残
念
で

し
た
が
、
園
庭
に
花
や
野
菜
の
種

を
植
え
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

成
長
を
楽
し
め
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
安
全
に
気
を
付
け
な
が
ら

楽
し
く
園
生

活
を
送
れ
る

よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。 

◇
ク
ラ
ス
紹
介 

こ
と
り
組
（
３
歳
児
）
４
名 

は
な
組
（
４
歳
児
）
４
名 

そ
ら
組
（
５
歳
児
）
10
名 

合
計
18
名
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

幼
稚
園

℡
（
２
６
）
１
１
０
７

６
月
の
母
子
保
健
事
業
の
ご
案
内

★
１
歳
６
カ
月
児
・
３
歳
児
健
診

《
日
程
》

　

６
月
17
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
受
け
付
け
開
始

（
感
染
症
予
防
の
た
め
、
受
付
時

間
を
少
人
数
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。）

《
１
歳
６
カ
月
児
健
診
対
象
児
》

　

平
成
30
年
７
月
１
日
～

　

平
成
30
年
10
月
31
日
生

《
３
歳
児
健
診
対
象
児
》

　

平
成
28
年
８
月
１
日
～

　

平
成
28
年
11
月
30
日
生

《
場
所
》

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

※
対
象
児
に
は
約
１
か
月
前
に
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

★
お
ち
つ
く
ひ
ろ
ば（
育
児
相
談
）

《
日
程
》

　

６
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階

＊
検
診
室
の
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。

計
測
や
育
児
相
談
ご
希
望
の
方

に
、
個
別
で
行
い
ま
す
。
時
間
調

整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
６
月
23
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
、
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
食

育
）
は
中
止
し
ま
す
。

７
月
の
乳
幼
児
健
診
予
定

★
乳
児
健
診
・
３
歳
児
健
診

《
日
程
》

　

７
月
22
日
（
水
）

　

午
前
8
時
30
分
受
付
開
始

《
乳
児
健
診
対
象
児
》

　

令
和
2
年
2
月
1
日
～

　

令
和
2
年
3
月
31
日
生

《
3
歳
児
健
診
対
象
児
》

　

平
成
28
年
12
月
1
日
～

　

平
成
29
年
4
月
30
日
生

《
場
所
》

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

※
対
象
児
に
は
約
１
か
月
前
に
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

☆
７
月
の
２
歳
児
健
診
の
実
施
は

未
定
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

先
　

保
健
福
祉
課
・
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
（
２
６
）
３
２
１
１

越
知
保
育
園

入
園
し
て
早
々
、
新
型
コロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
策
と
し
て
、
家
庭
保

育
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
期

間
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
４・５
月
の

間
、
ほ
と
ん
ど
家
庭
で
過
ご
さ
れ

た
お
子
さ
ん
も
お
り
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
家
庭
保
育
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
変
な
時

期
に
も
勤
務
さ
れ
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ま
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

す
。
保
育
園
が
お
仕
事
の
サ
ポ
ー

ト
を
で
き
る
施
設
で
あ
る
よ
う
、

今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
安
心
し
て
全
園
児
が
通

園
で
き
る
日
が一日
も
早
く
来
る
よ

う
、
今
し
ば
ら
く
み
ん
な
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

今
回
の
対
策
で
、
保
育
園
で
も

運
営
面
や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
急
き
ょ
、
延
期
や

中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
変
更

時
に
は
、
お
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
気
を
付

け
て
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

保
育
園

℡
（
２
６
）
２
１
４
１

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
触
れ
る

展
示
や
、
指
で
押
し
て
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
展
示
装
置
の
稼
働
を
中

止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
館

の
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
6
月
30

日
ま
で
は
、
企
画
展
な
ら
び
に
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
は
中
止
し
て
い
ま

す
。

【
入
館
料
】

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
。
長
寿
手
帳
お
持
ち
か

70
歳
以
上
の
方
は
半
額
。
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
小
学
生
未

満
は
無
料
。

※
越
知
小
・
中
学
生
は
無
料
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
感
染

を
予
防
す
る
た
め
臨
時
休
館
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

℡
（
２
６
）
１
０
６
０　

◀︎ 募集・案内 ▶︎
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指 導 員 候 補 生 募 集 入校生募集
大型特殊車増台予約受付中！！

資格：普通免許ＭＴ車（ＡＴ車）以上所持者
待遇：社会保険、通勤手当、賞与年２回、有給休暇、指導員資格取得後正社員として採用
応募：電話の上、履歴書（写真添付）郵送、持参、委細面談（詳細はお問合せください）

高知ニュードライバー学院　吾川郡いの町枝川 282 番地　電話 0120 － 14 － 6014

毎月第 3日曜日は　「家　庭　の　日」

青少年育成越知町民会議

「家庭の日」の標語

一人がいい  だけどやっぱり  家族がいい

三行詩入賞作品

ほめられて  調子に乗るなと言うけれど
乗れる場所が  ここなんだ！

人間ドックの申し込みを受け付けています
国民健康保険加入者と、後期高齢者医療保険加入者の方の、人間ドックの申し込みを受け付けています。

【受付締め切り】　７月３１日（金）まで
【申し込みに必要なもの】　被保険者証・印鑑・自己負担金
詳しくは、広報５月号１９ページをご覧になるか、住民課保険係までお問い合わせください。
◆お問い合わせ先　住民課　保険係　℡（２６）１１１５

【検診コースと自己負担金】

医療機関等 検診コース 自己負担金 備　　考
前田病院 総合 ５, ３９２円 胃透視は胃カメラ
北島病院 総合 ６, ７９２円 乳腺エコーなど個人負担で受診可

もみのき病院
健診と脳 ３, １９２円 特定健診と脳ドックのみ
脳のみ ３, ６０８円 脳ドックのみ

高知検診クリニック
総合 ６, ９３２円 
総合と脳 １０, ４５２円 

高北病院 ( 木曜日のみ）
総合 ３, ３９２円 胃透視は胃カメラ
総合 ２, ０９２円 胃透視なし

◀︎ 募集・案内 ▶︎
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◀︎ 募集・案内 ▶︎

小舟団地入居者の募集について
小舟団地 4 戸の入居者を募集します。希望される方は下記のとおり申し込みをお願いします。
１　募集する住宅

２　受付期間
　　６月１日（月）～１２日（金）　午前８時３０分から午後５時まで（土、日を除く）

３　入居の資格など
(1) 世帯の収入の範囲
      計算所得月額が 15 万 8 ,000 円以下（高齢者、障害者、未就学児童のいる世帯などは 21 万 4,000 円以下）
(2) 同居者条件など
      ①　自ら居住するため住宅を必要とする者のうち、現に同居し、または同居しようとする親族がある者。
　　　　（事実上婚姻関係と同様の事情にある者、その他婚姻の予約者を含む）
      ②　６０歳以上の方は、単身入居可
(3) 国税、地方税を滞納していない者
(4) 申込者、その同居者が暴力団員でないこと

４　申し込みに必要な書類
(1) 入居申込書（申込書は総務課にあります）
(2) 収入証明書（同居予定者全員）
      ①　給与所得者は、平成３０年分の源泉徴収票　　　②　給与所得者以外の方は、所得証明書
(3) 市町村税完納証明書（同居予定者全員）
(4) 住民票の写し（世帯員全員および同居人）

５　入居者の選考
入居条件を満たしている申込者が、募集戸数を超える場合には、選考委員会で審議の後、抽選で決定する場
合があります。

◆お問い合わせ先　　総務課住宅係　℡（２６）１１１１

団地名 構造等 間　取　り 家　賃 入居予定日 備　　　考

小舟団地 中耐
6 畳和､ 6 畳和､ 4.5 畳洋、DK　

他に倉庫付
収入に応じて算出 ６月下旬

1 号棟 3 － 1 号
（３階）

小舟団地 中耐
6 畳和､ 6 畳和､ 4.5 畳洋、DK　

他に倉庫付
収入に応じて算出 ６月下旬

2 号棟 3 － 1 号
（３階）

小舟団地 中耐
6 畳和､ 4.5 畳和､ 4.5 畳洋、ＬＲ、

DK 他に倉庫付
収入に応じて算出 ６月下旬

3 号棟 1 － 1 号
（１階）

小舟団地 中耐
6 畳和､ 6 畳和､ 6 畳洋、DK　

他に倉庫付
収入に応じて算出 ６月下旬

5 号棟 3 － 2 号
（３階）
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交通安全協会佐川支部・佐川警察署　電話  ２２-０１１０
※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

電話  22-0560

～子どもが助けを求めてきたら、救いの手をさしのべましょう～
１．まず自分が落ち着き、
　　子どもを落ち着かせましょう
「どうしたの？」「もう大丈夫だよ」などと
優しい言葉をかけながらまず、自分の気を静
めたうえで、子どもを落ち着かせましょう。

３．警察や保護者へ連絡しましょう
必要に応じて、警察や保護者に連絡し、自分
の住所・氏名、子どもの状態を伝えたうえで、
子どもから聞いた内容を伝えましょう。
※子どもが落ち着いている場合は、子どもに
かけさせましょう。

２．子どもから話を聞きましょう
どこで何があったのかなどを具体的に聞き出
し、記録しましょう。
※緊急の場合は 110 番通報をしながら話を聞
いてください。

４．安全な場所で警察や保護者の到着を
　　一緒に待ちましょう

近くに不審者がいる場合は、子どもと一緒
に避難したり、周囲に助けを求めるなどの
対応が必要です。自分で立ち向かうことは
避けましょう。

～ルールを守ることの大切さを教えましょう～
●交通のルール・・・・・横断歩道は手を挙げてわたる、信号は守る、道路には飛び出さない。
●買い物のルール・・・・お店の品物を勝手にさわらない、きちんと「カゴ」を使う。
●社会生活のルール・・・順番を守る、みんなで使う場所は汚さない。

「してはいけないこと」をしっかり教えましょう。「ダメなことはダメ」、「悪いことは悪い」という姿勢
で子どもたちの規範意識を育てていきましょう。そして子どもたちの話に耳を傾けることも大切です。

５月８日現在
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
４月 20 日～５月 31 日の期間、免許証更新手続
きが休止となっています。
　６月から再開予定ですが、まだ感染などが
ご心配の方は（免許証の有効期限が７月 31 日
までの方が対象）延長手続きを行って下さい。
お持ちの免許証の有効期限を３ヶ月後まで
延長致します。

　※高齢者講習対象者（70 歳以上）は
　　　　　　　通常通り更新手続き可能です。

運転免許証更新手続きについて !!

霧生自動車

地域全体で子どもの安全・成長を見守りましょう！

『年間 500 円（×有効年）』で会員へ！
今月の「加盟店」ピックアップ紹介
会員になったらちょっと得する♪♪

～車検基本料金から 1,000 円引き～

　　　　『霧生自動車』
佐川町甲１６６   
TEL：（22）4769
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本の森図書館新刊便り本の森図書館新刊便り
「60 分でわかる 
　サブスクリプション」 定額課金パターンはなぜ儲かるのか？

「HSP と発達障害」 空気を読みすぎる人と空気が読めない人

「Word 最強時短仕事術」 成果を出す！仕事の速い人のテクニック

「エクセル最強時短仕事術」 瞬時に仕事を片付けるテクニック

「科学的に正しい 
　　ずるい資料作成術」 6 つのルールで 94% が成果を出した !!

「最強に面白い !! 統計」 社会を読み解く力が身につく !! 入門書

「最強に面白い !! 確率」 具体例で学ぶ、今日から役立つ本

「キネマ旬報　No,1826」 追悼特集：ありがとう和田誠さん

「ことりっぷ Magazine」 非日常の景色に出会える旅へ

「こども論語と算盤」 渋沢栄一の名著が子ども向けに !!

「異種最強王図鑑」 動物 VS 恐竜 VS 昆虫 VS 絶滅動物　王者は !!

「最強に面白い !! 宇宙」 138 億年の宇宙のすべてが丸わかり

「最強に面白い !! 人体」 人体のしくみと構造をまるごと解説

「すみっコぐらし 
　　　　　　心理テスト」 性格・恋愛・友情の心理テスト（学校編）

「すみっコぐらし 
　　ナゾトレいっぱい」 すみっコ　ナゾトレ本登場 !!

絵
本「雲のてんらん会」 空に広がる雲の世界のすてきな物語

絵
本「パパトラ」 近くにいなくてもパパは見守ってるよ

開館時間 午前 11 時～午後 6 時　休館 月曜日・特別整理日・年末年始　お問合せ先：（26）2433（FAX 兼用）

大人向け

「
う
ち
の
父
が
運
転
を
や
め
ま
せ
ん
」 

　
果
た
し
て
高
齢
の
父
親
を 

　
　
説
得
で
き
る
の
か
・
・ 

　
　
心
温
ま
る
家
族
小
説

子ども向け

「
地
政
学
で
わ
か
る 

　
わ
た
し
た
ち
の
世
界
」 

　
世
界
旅
行
を
楽
し
む
よ
う
に 

　
　
　
　
　
学
べ
る
国
際
情
勢

「
明
日
は
も
っ
と
面
白
く
な
る
か
も 

　
　
　
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
？
」 

　
70
歳
を
迎
え
た
伝
説
の
モ
デ
ル 

　
我
妻
マ
リ
が
語
る
37
の
生
き
方

絵
本
「
す
き
す
き　
ち
ゅ
ー
」 

　
　
　
と
う
さ
ん
ね
ず
み
と 

　
　
　
　
子
ね
ず
み
の
ほ
ん
わ
か 

　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
い
お
話
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お
く
や
み

4
月
届
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

袖
野
中
大
平

15
区
１

五
葉
荘

13
区

10
区

10
区

9
区

5
区

5
区

2
区
住　

所

（
敬
称
略
）

山
本　

秀
雄

片
岡　

福
惠

横
山　

英
世

岡　

美
佐
子

織
田　

初
子

岡
村　
　

福

齋
藤　

速
雄

藤
原　

正
弘

和
田
幸
太
郎

小
田
原
墨
惠

井
上　

愛
子

氏
名

町
民
の
動
き

人　口

男

女

世帯数

5,453（△ 13）

2,539（△ 10）

2,914（△ 3）

2,774（　 2  ）

出生

死亡

転入

転出

  2

11

11

15

（4 月 30 日現在）

 

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

6
月

７
月

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間 備　考

11 木 こころの相談会（予約制） 保健福祉センター 13：30～ ＊チラシ参照

12 金 ミニデイ（桐見川 1 区） 桐見ふれあいの里 10：00～13：00

16 火 ミニデイ（12 区） 遊行寺集会所 9：30～11：30

17 水 １歳6カ月児・3歳児健診 保健福祉センター 8：30～ 12ページ参照

18 木 人権無料相談 保健福祉センター2 階相談室 10：00～15：00

19 金 あいさつ運動 役場前 7：40～8：15

23 火 おちつくひろば（育児相談） 保健福祉センター 10：00～11：30 12ページ参照

25 木 健康相談（筏津） 筏津集会所 14：00～

26 金 ミニデイ（桐見川 2 区） 桐見川 2 区公民館 10：00～13：00

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間 備　考

1 水 女性特有のがん検診 保健福祉センター
個別に時間 
指定

景
観
整
備
の
一
助
に

～
虹
の
橋
広
場
の
防
護
柵
塗
装
～

５
月
２
日
、
地
域
活
動
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る｢

童
話
村
を
育
て
る
会｣
の
会
員

が
、
今
年
の
景
観
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
虹
の
橋
広
場
川
沿

い
に
あ
る
木
製
の
防
護
柵
の
塗

装
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
靴
や
服
を

シ
ミ
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
、
半

日
か
け
て
て
い
ね
い
に
作
業
を

進
め
、
色
が
は
が
れ
て
見
栄
え

が
悪
く
な
っ
て
い
た
柵
も
、
こ

げ
茶
色
に
す
っ
き
り
と
塗
り
直

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

童
話
村
を
育
て
る
会
は
、
冬

期
間
、
虹
の
橋
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
も
実
施
し
て
お

り
、
周
辺
の
景
観
が
一
段
と
良

く
な
り
ま
し
た
。

童
話
村
を
育
て
る
会
の
皆
さ

ん
、
町
の
景
観
づ
く
り
の
た
め

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ピコロ通信

【北海道滝上町】

塗装作業風景
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越 知 小 学 校

３月は「新型コロナウイルス感染症拡大防止対策」により臨時休校になっていました。長い臨時休校中で
はありましたが、感染対策を行い時間短縮の中、令和元年度の卒業式、そして令和２年度の入学式を行うこ
とができました。例年は、地域の方をはじめ多くの皆さまに卒業式や入学式に来校いただき、一緒に祝って
いただいていましたが、今期はこのような現状のためそれがかないませんでした。大変残念でしたが、保護
者の皆さま、教職員に見守られながら、それぞれが新しい環境への出発の時を迎えました。

≪感染症予防対策≫
　小学校では、５月１１日よ
り分散登校を行っていました。
人数の多いクラスは１クラス
を２グループに分け、複数の
教員で工夫して授業を進めて
います。感染予防対策を徹底
して行い、子どもたちの命と
笑 顔 を 守 っ
て い き た い
と思います。

【卒業式】密封空間を避け屋外で
記念写真を撮りました。支援員さ
んが願いを込めて作り校舎の窓に
飛ばしてくれた卒業生と同じ数の
３７羽の紙のハトが背中をおして
くれました。

四
月
七
日
の
日
記
よ
り

二
年
生　
藤
田　
ほ
の
か

き
ょ
う
か
ら
、
二
年
生
に

な
っ
た
よ
。
や
っ
と
休
み
が
お

わ
っ
て
、
み
ん
な
に
あ
う
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
よ
。

し
ゅ
う
先
生
に
見
せ
て
も
ら
っ

た
手
じ
な
は
、
ま
ほ
う
み
た
い

で
、
す
ご
か
っ
た
で
す
。
み
ん

な
で
た
く
さ
ん
ゲ
ー
ム
を
し
て

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

四
月
十
二
日
の
日
記
よ
り

　
二
年
生　
大
原　
ゆ
づ
き

き
ょ
う
は
、
か
ん
字
ド
リ
ル

と
ノ
ー
ト
を
お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
か
き
ま
し
た
。
お

か
あ
さ
ん
は
、
ぼ
く
と
お
な
じ

ノ
ー
ト
を
か
っ
て
き
て
、
二
人

で
い
っ
し
ょ
に
か
ん
字
を
お
ぼ

え
ま
し
た
。
二
人
で
や
っ
た
ほ

う
が
た
の
し
か
っ
た
し
、
お
ぼ

え
や
す
か
っ
た
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
が
お
し
ご
と
の

時
は
、一
人
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

「卒業式」、「入学式」
　　　おめでとう！！

【入学式】保護者の皆さんに付き
添われて小学校の門をくぐった
３０名のかわいい１年生。ドキド
キしながらもはじける笑顔が輝い
ていました。


